スターターキット（就学案内）

の使い方

外国人の子どもの教育問題検討委員会

１．はじめに

　　　このスターターキットは、「外国人の子どもの教育問題検討委員会」における“不就学の子どもを無くす取り組み”を具体化したものです。

外国人住民が各市町村へ転入して来た時に、子どもを持つ保護者に「子どもに学校で学んでもらうことは重要なことです」と声をかけることが、不就学の児童生徒を生み出さない第一歩と考えました。

２．特徴

　●必要最小限の情報を書きました。

●イラストを使い分かりやすく伝える工夫をしました。

　●日本語版、ポルトガル語版／スペイン語版、中国語版／英語版を作りました。

３．使い方のポイント

　●登録窓口で家族構成に着目し、就学年齢（６～１５歳）の児童生徒がいる保護者がいたら、相手の母語のパンフレトを渡して説明をする。

　

●説明の際、外国語が出来なくても説明ができる。

　⇒ゆっくり、ハッキリ、繰り返しながら　日本語で　話す。〔フォリナー・トーク〕

　

＜良い例＞

　○（日本語があまりできない人に対して）「学校、大切です。　子ども、学校へ行きます。」と言い

　　ながら、アイコンタクト・指でイラストを指示する。

　○（少し日本語が理解できる人に対して）「○○　の　△△階へ　行きます。」「そこで子どもが行く

　　学校を決めます。」「何でも聞いて下さい。」

＜良くない例＞

　○何も説明をせずに渡す。⇒何かコミュニケーションが必要。

　○「えー、まずはですね、ちょっとご面倒なんですが、教育委員会へ行ってもらってですね、相談

　　をしていただきたいんですよ。」「そこで色々と書類に記入を・・・」

　　⇒文が長くて複雑で、外国人には理解しにくい。

· 窓口におけるみなさんの力が必要です。

★　スターターキット中国語のフォントについて

　ここで使用している中国語のフォントはSimSunです。

　OSがWindows2000またはWindowsXPの場合、あるいはOffice2000またはOfficeXPの場合、標準サポートされていますので、中国語の文字フォントを追加インストールしなくても正常に表示できます。

　なお、中国語での情報入力ができない場合はMIEFにご相談ください。
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